
2025年のAIの主要トレンドと今
後2年間の予測
2025年はAIにとって重要な転換点となる年です。実験的な技術から本格的なビジネ
ス活⽤へと移⾏しつつある⽣成AI技術は、さらに進化し、私たちの⽣活やビジネス
に⼤きな変⾰をもたらすでしょう。ここでは、2025年のAI主要トレンドと今後2年
間の予測について詳しく解説します。

1. AIエージェントの進化と普及
2025年、AIエージェントは単なるツールから⽋かせない存在へと進化します。多く
の専⾨家やアナリスト機関（ガートナー、マッキンゼー、IBM、フォレスター）
が、AIエージェントを2025年の最重要トレンドとして位置づけています。Botpress

AIエージェントは以下のような能⼒を持つようになります：

複雑な複数ステップのタスクを⾃律的に処理

業務の⾃動化から判断を伴う業務の⽀援へと進化

スケジュール調整、データ分析、レポート作成など複数の業務を連携して⾃律

的に処理

過去の対応事例や社内規定を学習し、適切な判断候補を提⽰

マイクロソフトのクリス‧ヤング⽒は「AIはこれまで不可能だと思われていたこと
を実現できるようになり、多くの⼈々や組織がAIを実験的導⼊から本格運⽤に移⾏
する様を⽬の当たりにしてきました」と述べています。Microsoft

2. マルチモーダルAIの進化による新たな価値創造
画像、⾳声、テキストなど異なる形式のデータを統合的に処理するマルチモーダル

AIは、2025年にさらに進化を遂げます。

マルチモーダルAIの進化により：

複数の情報を同時に分析し、より正確な判断と予測が可能に

会議の⾃動議事録作成やマニュアル作成の効率化など、情報伝達の質が向上

多⾔語対応や⾳声‧テキスト間の変換技術の向上によりグローバルチームでの

協働がよりスムーズに
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製造現場での品質管理や、カスタマーサポートでの多様なデータを組み合わせた問

題解決など、様々な分野で導⼊が進んでいます。USKnet

3. ⼩規模⾔語モデル（SLM）の台頭
2025年には、⼤規模⾔語モデル（LLM）と並んで⼩規模⾔語モデル（SLM）の重要
性が⾼まります。ガートナーは「2027年までに、企業は汎⽤の⼤規模⾔語モデルの
3倍の頻度で、⼩規模かつタスク特化型のAIモデルを使⽤するようになる」と予測し
ています。Gartner

⼩規模⾔語モデルの利点：

効率性が⾼く、訓練‧実⾏時間が短縮

コスト効率が良く、より⼿頃な導⼊が可能

特定のタスクに特化した⾼精度なパフォーマンス

ビジネス固有の⽂脈や専⾨領域に密着した精度を実現

マイクロソフトの⼩規模⾔語モデルであるPhiモデルは、⾼品質なデータのキュレー
ションにより、モデルの性能や推論の能⼒向上を実現しました。Microsoft

4. ローカルAI（エッジAI）の発展
オンプレミス型の⽣成AIやエッジデバイスでのAI処理技術がさらに発展し、機密性
の⾼い業務への適⽤が可能になります。

ローカルAIの主なメリット：

社内データの外部流出リスクを排除

インターネット接続に依存しないため、レスポンス時間の短縮とネットワーク

負荷の軽減

プライバシー保護、低遅延、通信コスト削減

特に⾦融や医療分野など規制産業での活⽤が広がり、コンプライアンス要件を満た

しながらの業務効率化が実現されています。USKnet

5. ⽣成AIの業界特化ソリューション
2025年には、汎⽤AIモデルから業界特化型のAIソリューションへの移⾏が進みま
す。

業種別ソリューションの例：

製造業向け品質管理AI
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⾦融向け与信審査AI

⼩売向け需要予測AI

ヘルスケア向け診断⽀援AI

特化型AIの導⼊メリット：

業界標準のルールやガイドラインを学習済みのため、導⼊直後から⾼精度運⽤

が可能

業界特有の⽤語や概念を理解し、専⾨知識がなくても適切な⽀援を受けられる

汎⽤AIよりも短期間での効果創出が可能

6. ヘルスケアにおけるAI活⽤の拡⼤
ヘルスケア市場におけるAIは急速に成⻑し、2025年には392億5000万ドル規模に
達し、2032年までに504.17億ドルに成⻑すると予測されています。Fortune 
Business Insights

ヘルスケア分野でのAI活⽤：

診断⽀援AIの進化：医療画像解析や病歴データの分析を通じた診断⽀援

予測分析：バイタルサインやその他のデータを基に患者の健康リスクを遠隔で

検出

パーソナライズされた治療計画：個々の患者データに基づく最適な治療法の提

案

医薬品開発の加速：化合物の効果予測や臨床試験の効率化

フィリップスによると、「2025年には、AIや予測分析がさらに進化し、バイタルサ
インやその他のデータを基に患者の健康リスクを遠隔で検出する機能が強化される」

と予想されています。フィリップス

7. 対話型インターフェースの進化
より⾃然な対話を通じて、専⾨知識がなくても⾼度な業務が可能になります。

対話型インターフェースの進化：

業界特有の専⾨⽤語や暗黙知を理解し、的確な⽀援が可能に

⽂脈を理解した継続的な対話（マルチターン対話）により、複雑な業務にも対

応

より⾃然なコミュニケーションスタイルでのシステム操作
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活⽤範囲は顧客対応から技術サポート、社内問い合わせ対応まで幅広く広がってい

ます。特に新⼊社員の教育や複雑なシステムの操作⽀援など、専⾨知識の壁を低く

する効果が⾼く評価されています。USKnet

8. AI×IoTによる製造現場の⾰新
センサーデータと⽣成AIの連携により、製造現場の⽣産性が⾶躍的に向上します。

AIIoTの主な活⽤例：

リアルタイム分析：⽣産ラインの異常を即時検知し、品質管理⼯程の全⾃動化

予防保全の⾼度化：設備の稼働データとパターン分析による故障予兆の早期検

知

⽣産効率の最適化：⽣産ラインのデータ分析に基づく⾃動調整

これらの技術導⼊により、保守コストの削減、設備稼働率の向上、製品品質の向上

と安定化が実現されています。USKnet

9. ローコード‧ノーコード開発環境の普及
専⾨的な知識がなくても、業務に合わせたAIシステムの構築が可能になります。

ローコード‧ノーコード開発の特徴：

現場担当者が直接カスタマイズできる環境が整い、迅速な業務改善が可能に

標準的なAPIやコネクタにより既存の業務システムとスムーズに連携

IT部⾨へのリクエストとその対応を待つ従来の⽅法と⽐較して⼤幅な時間短縮と
コスト削減

特に中⼩企業では、専⾨のIT⼈材を雇⽤せずとも業務デジタル化を進めるツールと
して注⽬を集めています。USKnet

10. 教育分野におけるAI活⽤の拡⼤
2025年以降、教育分野でのAI活⽤がさらに拡⼤します。

教育分野でのAI活⽤：

個別最適化された学習：学習者の理解度や学習スタイルに応じたパーソナライ

ズされた学習体験

学習分析：学習データの分析による教育効果の測定と改善

⾃動採点‧評価：課題やテストの⾃動採点による教員の負担軽減
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対話型学習⽀援：AIチャットボットによる質問対応や学習サポート

AWSによると、「2025年には、教育とスキルにおける多くのAIトレンドが本番に移
⾏し、組織が⽣成AIを実験する中で、議論は深まっていく」と予測されています。
AWS

今後2年間の展望：AIの社会的影響
2025年以降の2年間、AIはさらに社会に浸透し、様々な変化をもたらすと予測され
ています。

 AIリテラシーの向上と普及

AIに対する社会の理解が深まり、期待も変化

単なる⽬新しさを超えて具体的な利益を求める傾向の強化

AI教育‧トレーニングの重要性の⾼まり

 AIと⼈間の協働モデルの確⽴

AIは⼈間の仕事を奪うのではなく、⼈間の能⼒を拡張するパートナーに

定型業務のAI化により、⼈間はより創造的‧戦略的な業務に集中

新しい職種の創出と既存職種の変⾰

 AIガバナンスと倫理の重要性

法規制と業界ガイドラインの強化

AIの責任の範囲や判断基準の明確化

プライバシー保護と情報セキュリティの強化

 AIインフラの効率化と持続可能性

より効率的な資源利⽤を実現するAIインフラの発展

環境負荷の低減を⽬指した技術開発

カーボンフリーエネルギー源への投資増加

マイクロソフトのエジェ‧カマル⽒は「2025年には、エージェントにどこまでの範
囲を許容するのか、そして常に⼈間の監督が求められることについて活発な議論が

交わされるでしょう」と述べています。Microsoft

まとめ
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2025年とその後2年間で、AIはますます私たちの⽣活や仕事に浸透していくでしょ
う。AIエージェント、マルチモーダルAI、⼩規模⾔語モデル、ローカルAI、業界特
化ソリューションなどの技術が進化し、ヘルスケア、製造、教育など様々な分野で

の活⽤が拡⼤していきます。

これらのトレンドは、単なる技術の進化ではなく、私たちの働き⽅や⽣活様式を根

本から変える可能性を秘めています。AIが⼈間の仕事を奪うのではなく、⼈間と協
働し、私たちの能⼒を拡張するパートナーとしての役割を果たすことが期待されて

います。

また、AIの社会への浸透に伴い、AIリテラシーの向上、AIと⼈間の協働モデルの確
⽴、AIガバナンスと倫理の重要性、AIインフラの効率化と持続可能性といった側⾯
がますます重要になるでしょう。

2025年はAI技術の実験フェーズから本格活⽤フェーズへと移⾏する重要な分岐点と
なり、これを機にAIがもたらす恩恵を最⼤限に活⽤するための準備と取り組みが求
められています。
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